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５名の議員が登壇

市村　香 議員

菊池伸浩 議員

新
市
建
設
計
画
に

つ
い
て

新
中
核
病
院
は
執
行

部
・
議
会
が
一
体
と

な
っ
て
解
決
を

桜
川
市
は
合
併
し
て
早
七
年
、
新

市
建
設
計
画
に
は
、
新
庁
舎
建
設

も
計
画
さ
れ
て
お
り
、
合
併
特
例
債
事
業

と
し
て
三
〇
億
円
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て

い
る
。
三
地
区
の
合
意
で
推
進
し
た
と
思

う
が
、
あ
と
三
年
で
終
了
す
る
と
こ
ろ
三
・

一
一
の
震
災
で
五
年
延
長
さ
れ
た
。
八
年

目
を
迎
え
、
先
を
見
越
し
た
論
議
も
さ
れ

て
き
た
と
思
う
が
、
今
後
の
方
針
を
市
長

に
伺
う
。市

長　

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

は
、
合
併
時
に
策
定
さ
れ
た
合
併

特
例
債
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
さ
れ
、
新

市
の
一
本
性
を
図
る
ほ
か
、
市
の
防
災
拠

点
の
確
保
の
観
点
か
ら
も
重
要
な
施
策
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
庁
舎
は
い
ず

れ
も
老
朽
化
が
著
し
く
、
災
害
時
の
庁
舎

の
安
全
性
、
災
害
対
策
本
部
と
し
て
の
確

保
や
、
平
常
時
の
防
災
拠
点
と
し
て
の
充

実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
職
員
の

適
正
化
や
事
務
事
業
の
見
直
し
で
職
員
削

減
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
新
庁
舎
へ

の
機
能
を
集
約
す
る
な
ど
、
行
財
政
改
革

を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一

本
化
に
一
番
白
熱
す
る
の
は
場
所
の
問
題

だ
と
考
え
ま
す
。
新
庁
舎
の
あ
り
方
、
建

設
時
期
や
場
所
の
選
定
な
ど
、
市
民
や
議

会
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
拝
聴
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

新
庁
舎
建
設
で
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

市
長
公
室
長　

職
員
の
定
員
適
正

化
を
推
進
す
る
に
は
、
三
庁
舎
に

分
か
れ
て
い
る
と
経
費
削
減
に
な
ら
な
い

た
め
、
庁
舎
が
一
つ
に
な
る
こ
と
は
非
常

に
よ
い
と
思
い
ま
す
。
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
は
現
在
三
庁
舎
に
総
合
窓
口
課
を
置
い

て
い
ま
す
が
、
新
庁
舎
が
一
つ
に
な
る
と

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
考
え
ら
れ
る
。
何
ら

か
の
形
で
設
け
る
の
か
、
そ
れ
ら
を
ど
う

す
る
か
が
今
後
の
課
題
で
す
。

ま
と
め

ま
と
め

　

議
会
と
執
行
部
、
職
員
が
一
緒
に
な
っ

て
協
議
し
、
市
民
の
サ
ー
ビ
ス
に
ど
う
あ

る
べ
き
か
考
え
な
が
ら
、
市
民
へ
早
め
早

め
の
提
案
が
必
要
で
あ
る
。

効
果
は
十
分
計
算
で
き
る
が
、
岩
瀬
駅
は

期
待
で
き
な
い
。
こ
の
事
業
の
予
算
は
三

月
議
会
で
否
決
さ
れ
た
が
、
こ
の
際
、
こ

の
事
業
の
断
念
を
表
明
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

市
長　

断
念
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

①
借
地
の
整
理
と
借
地
料
の
見
直
し

②
農
産
物
等
の
放
射
線
測
定
の
結
果

③
い
じ
め
対
策

私
は
こ
の
夏
、﹁
東
海
第
二
原
発

廃
炉
署
名
﹂
を
集
め
る
中
で
、﹁
新

中
核
病
院
・
県
西
総
合
病
院
の
行
方
﹂
を

心
配
す
る
声
を
た
く
さ
ん
聞
い
た
。
六
月

議
会
で
﹁
中
核
病
院
立
ち
上
げ
予
算
﹂
に

反
対
し
た
議
員
も
、﹁
中
核
病
院
そ
の
も

の
に
は
賛
成
だ
﹂
と
言
っ
て
い
る
。
市
長

は
、
こ
の
一
致
点
を
大
事
に
し
て
、
中
核

病
院
へ
の
道
を
探
る
よ
う
再
度
の
努
力
を

お
願
い
し
た
い
が
。

市
長　

県
西
病
院
の
再
構
築
は
、

市
単
独
で
は
、
資
金
面
で
も
大

き
な
懸
念
材
料
で
、
新
た
な
構
想
を
打

ち
出
せ
な
い
で
い
ま
す
。
新
中
核
病
院

に
つ
い
て
は
、
議
員
各
位
に
相
談
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
挙
党
一
致
で
で
き
る
方

向
づ
け
が
で
き
れ
ば
、
私
も
最
善
を
尽

く
し
て
い
き
た
い
。

岩
瀬
駅
南
北
自
由
通
路
と

駅
舎
橋
上
化

岩
間
駅
︵
常
磐
線
︶
は
七
月
に
跨

線
橋
が
完
成
し
た
。
こ
こ
は
、
東

口
の
ほ
う
が
人
口
も
多
く
、
高
速
道
の
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
も
近
い
た
め
、
経
済

駐車場が整備されている岩間駅東口

高田重雄 議員

川那子秀雄 議員

議
員
倫
理
条
例
に
つ

い
て
、
近
隣
自
治
体

の
内
容
は

特
定
規
模
電
気
業
者

︵
Ｐ
Ｐ
Ｓ
︶を
選
択
し

て
電
気
料
金
節
約
を

庁
舎
及
び
各
施
設
の
電
気
料
金
の

支
出
は
、
提
出
資
料
に
よ
れ
ば
、

年
間
一
億
二
、
五
〇
〇
万
円
の
支
出
を
し

て
い
る
。
節
電
計
画
は
。

総
務
部
長　

平
成
二
十
三
年
三
月

の
福
島
原
発
事
故
に
よ
り
、
節
電

目
標
を
二
十
四
年
度
も
二
十
二
年
度
対
比

三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
減
を
目
標
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
二
十
二
年
度
と
二
十
三
年
度
を

比
較
し
て
、
一
、
〇
四
二
万
九
、
〇
〇
〇

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
東
京
電
力
の
値

上
げ
は
、
九
月
か
ら
合
計
で
一
、
〇
〇
〇

万
円
程
度
値
上
が
り
す
る
か
と
思
い
ま

す
。
東
京
電
力
と
の
契
約
は
、
各
施
設
ご

と
に
業
務
用
電
力
を
使
用
し
て
い
ま
す

が
、
Ｐ
Ｐ
Ｓ
業
者
の
導
入
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

市
長　

Ｐ
Ｐ
Ｓ
日
本
ロ
ジ
テ
ッ
ク

協
同
組
合
と
十
月
一
日
か
ら
契
約

締
結
で
き
る
よ
う
進
め
て
お
り
、
四
十
六

施
設
の
う
ち
教
育
施
設
を
含
む
三
十
四
施

設
を
予
定
し
、
削
減
見
込
み
試
算
で
は
年

間
六
三
三
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
上
下

水
道
十
二
施
設
は
削
減
が
見
込
め
な
い
た

め
、
引
き
続
き
東
京
電
力
と
の
契
約
に
な

る
と
考
え
ま
す
。

教
育
長　

北
給
食
セ
ン
タ
ー
と
比

較
し
て
南
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
年

間
一
二
〇
万
円
程
高
い
が
、
精
査
し
て
報

告
し
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　防

災
計
画
の
進
捗
状
況
と

井
戸
水
の
登
録

防
災
計
画
の
進
捗
状
況
と
今
後
の

政
策
に
つ
い
て
。

市
民
生
活
部
長　

災
害
対
策
基
本

法
の
改
正
や
上
位
計
画
の
見
直
し

を
見
据
え
、
検
討
を
十
分
に
行
っ
た
上
、

桜
川
市
地
域
防
災
計
画
を
全
面
的
に
改
定

す
る
と
と
も
に
、
初
動
態
勢
の
見
直
し
、

自
主
防
災
組
織
の
育
成
、
土
砂
災
害
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
配
布
等
、
対
応
の
充
実

強
化
に
全
力
で
取
り
組
み
た
い
。

防
災
計
画
の
中
で
、
井
戸
水
の
登

録
を
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

そ
の
重
要
性
は
十
分
認
識

し
て
い
ま
す
。

議
員
倫
理
条
例
に
つ
い
て
、
近
隣

市
町
村
の
制
定
状
況
や
内
容
に
つ

い
て
説
明
願
い
た
い
。
ま
た
、
旧
大
和
村
・

旧
真
壁
町
時
代
は
条
例
制
定
さ
れ
て
い
た

の
か
。

市
長　

現
在
桜
川
市
に
お
い
て

は
、
政
治
倫
理
条
例
は
制
定
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
県
内
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

議
員
、
市
町
村
長
等
の
特
別
職
に
対
し
て
、

平
成
二
十
四
年
一
月
一
日
現
在
、
県
内
二

十
七
市
町
村
で
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
対

象
者
は
議
員
と
市
町
村
長
と
す
る
市
町
村

が
十
七
団
体
、
議
員
の
み
を
対
象
に
し
た

市
町
村
が
九
団
体
で
す
。
不
正
疑
惑
行
為

の
禁
止
、
地
位
利
用
の
禁
止
、
公
共
工
事
、

物
品
の
購
入
等
の
有
利
な
取
り
扱
い
の
禁

止
、
職
員
の
採
用
あ
っ
せ
ん
の
禁
止
、
認

可
等
の
有
利
な
取
り
扱
い
の
禁
止
な
ど
が

主
な
遵
守
事
項
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

政
治
倫
理
条
例
を
制
定
す
る
場
合
に

は
、
制
定
し
て
い
る
市
町
村
同
様
に
、
議

員
が
対
象
者
と
な
る
場
合
に
は
議
員
提
案

に
よ
る
条
例
制
定
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
合
併
前
の
三
地
区
に
つ

い
て
は
正
式
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
条
例

は
制
定
し
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

公
有
地
の
有
効
利
用

桃
山
中
学
校
跡
地
は
、
景
観
・
見

晴
ら
し
が
抜
群
で
あ
る
が
、
あ
の

ま
ま
放
置
し
て
よ
い
の
か
。
十
五
坪
の
建
物

に
二
十
坪
ぐ
ら
い
の
農
園
を
つ
く
っ
て
別
荘

と
し
て
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
も
の
を
建

て
て
売
買
す
れ
ば
、
水
道
代
や
固
定
資
産
税

等
の
増
収
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
人
口
が

ど
ん
ど
ん
減
少
し
て
い
る
中
、
思
い
切
っ
た

こ
と
を
や
ら
な
い
と
手
遅
れ
に
な
る
と
思
う

が
。

総
務
部
長　

今
後
、
分
譲
住
宅
等

を
含
め
、
ど
の
よ
う
な
活
用
が
一

番
望
ま
し
い
か
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

①
建
設
業
の
ラ
ン
ク
づ
け

②
ご
み
の
減
量
化

③
桜
川
市
の
近
い
将
来


